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問題番号 選択科目             科目 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

 

 

１ ． 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 品 質 管 理  

（ １ ） ス ラ ン プ に つ い て  

適 切 な ス ラ ン プ は 、 打 込 み 段 階 で の 構 造 条 件 、 施 工

条 件 を 考 慮 し 、 欠 陥 が 発 生 す る こ と な く 、 密 実 に コ ン

ク リ ー ト を 型 枠 内 に 打 ち 込 め る 最 小 ス ラ ン プ に 圧 送 運

搬 時 の ス ラ ン プ 低 下 量 を 加 味 し て 設 定 す る 。  

（ ２ ） 空 気 量 に つ い て  

空 気 量 は 、 ワ ー カ ビ リ テ ィ ー 、 等 に 大 き な 影 響 を 与

え る も の で あ り 、 凍 結 融 解 抵 抗 性 に 関 連 す る 。 こ の た

め 、 コ ン ク リ ー ト の 凍 結 融 解 抵 抗 性 を 向 上 さ せ る AE コ

ン ク リ ー ト を 用 い る 。  

（ ３ ） コ ン ク リ ー ト 温 度 に つ い て  

① 暑 中 コ ン ク リ ー ト の 場 合  

日 平 均 気 温 が 25 ℃ を 超 え 、 打 込 み 時 の コ ン ク リ ー ト

温 度 を 35 ℃ 以 下 と し て 管 理 す る 。 ま た 、 初 期 乾 燥 収 縮

ひ び 割 れ が 発 生 し や す い の で 、 打 設 完 了 後 、 膜 養 生 剤

を 使 用 し て 初 期 段 階 か ら の 養 生 を 行 う 。  

② 寒 中 コ ン ク リ ー ト の 場 合  

日 平 均 気 温 が 4 ℃ 以 下 、 打 込 み 時 の コ ン ク リ ー ト 温

度 を 5 ～ 20 ℃ の 範 囲 と し て 管 理 す る 。 ま た 、 躯 体 表 面

の 保 温 方 法 と し て 、 圧 縮 強 度 5N/mm2 ま で コ ン ク リ ー ト 温

度 を 5 ℃ 以 上 に 保 ち 、 そ の 後 2 日 間 は 0 ℃ 以 上 を 保 つ

た め 、 ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ー な ど で 給 熱 養 生 を 行 う 。  

③ マ ス コ ン ク リ ー ト の 場 合  

鉄筋コンクリート構造物の工事に関して、以下の問いに答えよ。

１．鉄筋コンクリートの品質管理について、３つ挙げて説明せ

よ。（1.5 枚程度）  

２．鉄筋腐食の主な原因と対処法について述べよ。また、鉄筋

腐食の補修方法について３つ挙げて説明せよ。（1.5 枚程度）
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現 地 条 件 と 構 造 条 件 を 考 慮 し た 事 前 の 温 度 応 力 解 析

の 養 生 計 画 と 、 打 込 み 時 の コ ン ク リ ー ト 温 度 を 計 測 に

よ り 比 較 す る 。 計 画 時 よ り 高 い 場 合 に は 、 養 生 マ ッ ト

の 材 質 や 養 生 期 間 を 変 更 す る 。  

２ ． 鉄 筋 腐 食 の 原 因 と 対 処 法  

２ － １ ． 鉄 筋 腐 食 の 原 因  

（ １ ） 材 料 に よ る 原 因  

低 品 質 の 砂 、 セ メ ン ト 材 料 等 を 使 用 し た 場 合 、 ア ル

カ リ 骨 材 反 応 に よ る 膨 張 性 よ り 、 鉄 筋 と の 付 着 が 低 下

す る こ と で 鉄 筋 の 腐 食 ひ び 割 れ が 生 じ る  

（ ２ ） 施 工 に よ る 原 因  

バ イ ブ レ ー タ ー に よ る 締 固 め 不 足 に よ り 、 密 実 性 が 低

下 し 、 鉄 筋 の 腐 食 ひ び 割 れ が 生 じ る 。  

（ ３ ） 使 用 環 境 に よ る 原 因  

海 上 か ら の 飛 来 塩 分 や 凍 結 防 止 剤 に よ り 塩 化 物 が コ

ン ク リ ー ト 表 面 か ら 浸 透 す る 環 境 の 場 合 、 塩 害 の 影 響

が あ る 。 ま た 、 二 酸 化 炭 素 濃 度 が 高 い ほ ど 、 湿 度 が 高

い 環 境 の 場 合 は 中 性 化 速 度 が 速 く な る た め 、 中 性 化 の

影 響 が あ る 。  

（ ４ ） 構 造 ・ 外 力 に よ る 原 因  

コ ン ク リ ー ト 打 設 中 、 打 設 後 に 過 度 な 振 動 を 与 え た 場

合 、 沈 下 な ど の 影 響 が 生 じ 、 ひ び 割 れ が 生 じ る 。  

２ － ２ ． 対 処 法  

（ １ ） 長 尺 バ イ ブ レ ー タ ー の 使 用 （ 細 径 ）  

リ フ ト 高 さ が 高 く 、 鉄 筋 と 型 枠 の 狭 い 箇 所 に 長 尺 バ
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イ ブ レ ー タ ー （ 細 径 ） を 使 用 す る 。 こ れ に よ り 、 鉄 筋

の 付 着 性 が 向 上 し 、 密 実 な コ ン ク リ ー ト を 構 築 で き

る 。  

（ ２ ） 型 枠 用 透 水 シ ー ト （ Ｆ Ｓ フ ォ ー ム ） の 使 用  

型 枠 へ Ｆ Ｓ フ ォ ー ム を 使 用 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ン

ク リ ー ト 表 面 の 気 泡 を 排 除 効 果 に よ り 、 か ぶ り を 確 保

で き 塩 害 ・ 中 性 化 に よ る 劣 化 防 止 効 果 が 向 上 す る 。  

（ ３ ） 湿 潤 養 生 マ ッ ト （ ア ク ア マ ッ ト ） の 使 用  

コ ン ク リ ー ト 養 生 材 と し て 、 ア ク ア マ ッ ト を 使 用 す

る 。 こ れ に よ り 、 湿 潤 養 生 期 間 が 延 長 で き る た め 、 密

実 な コ ン ク リ ー ト が 構 築 で き る 。  

（ ４ ） エ ポ キ シ 樹 脂 塗 装 鉄 筋 の 使 用  

壁 高 欄 な ど の 鉄 筋 が 露 出 す る 場 合 、 エ ポ キ シ 樹 脂 塗

装 鉄 筋 を 使 用 す る 。 こ れ に よ り 、 鉄 筋 の 腐 食 を 防 止 で

き る た め 、 耐 久 性 が 向 上 す る 。  

２ － ３ ． 対 策 工  

（ １ ） エ ポ キ シ 樹 脂 注 入 工 法  

鉄 筋 の 腐 食 影 響 が 少 な く 、 構 造 性 能 に 問 題 が な い 場

合 、 ひ び 割 れ 箇 所 に エ ポ キ シ 樹 脂 を 注 入 し 補 修 す る 。  

（ ２ ） 断 面 修 復 工 法  

鉄 筋 の 腐 食 影 響 が 大 き い 場 合 で 、 部 分 的 で あ る 場 合

は 、 表 面 の コ ン ク リ ー ト を は つ り 、 場 合 に よ り 腐 食 し

た 鉄 筋 を 取 り 除 く 再 度 、 圧 接 や 溶 接 で 鉄 筋 を つ な ぐ 。  

そ の 後 、 型 枠 を 組 み 立 て 、 コ ン ク ー ト や グ ラ ウ ト で 注

入 、 充 填 す る 。               以 上  
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１ ． 土 留 工 法 の 構 造 と 特 徴  

（ １ ） 切 梁 腹 起 し 支 保 工  

① 構 造  

鋼 矢 板 を 圧 入 し て 、 掘 削 の 進 捗 に 伴 い な が ら 上 部 か

ら 腹 起 し ・ 切 梁 を 架 設 す る 。  

② 特 徴  

長 所 と し て 、 施 工 速 度 が 速 い た め 、 工 程 管 理 が し や

す い 。 ま た 、 土 留 工 に 変 位 が 生 じ た 場 合 で も 、 火 打 ち

梁 や 水 平 つ な ぎ 材 で 簡 易 的 に 補 強 で き る の で 、 経 済 的

で あ る 。 短 所 と し て 、 鋼 矢 板 の 引 抜 き 時 、 周 辺 地 盤 が

沈 下 す る た め 、 影 響 範 囲 と 沈 下 量 な ど を 検 討 し て お く

必 要 が あ る 。  

（ ２ ） ア ン カ ー 工 法  

① 構 造  

切 梁 腹 起 し 支 保 工 と 同 様 に 、 鋼 矢 板 を 圧 入 す る 。 掘

削 の 進 捗 に 伴 い 、 反 力 の 腹 起 し を 設 置 す る 。 地 下 構 造

物 の 中 心 か ら 外 周 に 向 か っ て 、 ア ン カ ー 削 孔 、 緊 張 、

定 着 す る 。  

② 特 徴  

長 所 と し て 、 切 梁 ・ 中 間 杭 の な い 広 い 空 間 を 得 ら れ

る た め 、 構 築 工 の 工 程 管 理 に 有 利 で あ る 。 短 所 と し

て 、 ア ン カ ー 施 工 範 囲 が 広 範 囲 で あ る た め 、 影 響 範 囲

に つ い て 、 発 注 者 、 地 権 者 と 協 議 す る 必 要 が あ る 。 特

に 、 都 市 部 や 駅 前 で は 、 多 く の 地 下 埋 設 物 が 配 置 さ れ

て い る た め 、 施 工 上 困 難 で あ る 。 ま た 、 ア ン カ ー を 定

地下構造物の工事に関して、以下の問いに答えよ。  

１． 土留工法を３つ挙げて、構造と特徴を述べよ。（1.5 枚程度）

２． 掘削底面崩壊の原因について、所見を述べよ。また、対策工を

３つ挙げて説明せよ。（1.5 枚程度）  
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着 可 能 な 堅 固 な 地 盤 が 存 在 し て い な い 場 合 、 ア ン カ ー

長 や 本 数 な ど に 変 更 が 生 じ る た め 、 詳 細 検 討 を す る 必

要 が あ り 、 工 程 上 に 問 題 が 生 じ る 。  

（ ３ ） 逆 巻 き 工 法  

① 構 造  

コ ン ク リ ー ト 本 体 構 造 物 を 上 部 か ら 構 築 し 、 コ ン ク

リ ー ト 壁 を 反 力 と す る 。 上 部 か ら の 進 捗 に 伴 い 、 コ ン

ク リ ー ト 壁 の 圧 縮 強 度 を 満 足 す る こ と を 確 認 し た 後 、

切 梁 架 設 す る 。  

② 特 徴  

長 所 と し て 、 施 工 範 囲 が 最 小 限 で で き る た め 、 周 辺

へ の 影 響 が 少 な く 、 安 全 性 、 環 境 性 に 適 し て い る 。 短

所 と し て 、 コ ン ク リ ー ト 壁 の 養 生 期 間 を 考 慮 す る 必 要

が あ る た め 、 工 程 調 整 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 コ ン ク リ

ー ト 壁 に 品 質 低 下 が な い よ う に 、 強 度 計 画 に 基 づ い て

施 工 す る 。  

２ ． 掘 削 底 面 崩 壊 の 原 因 と 対 処 法  

２ － １ ． 掘 削 底 面 崩 壊 の 原 因  

Ｇ Ｌ -15 ｍ ～ -16 ｍ の 粘 性 土 が 堆 積 し て い る 。 ま た Ｇ Ｌ

-16 ｍ 以 下 に は 被 圧 水 が 影 響 し て い る 。 こ の た め 、 掘 削

底 面 崩 壊 の 原 因 は 、 盤 ぶ く れ と 推 定 で き る 。  

２ － ２ ． 対 処 法  

（ １ ） 地 下 水 低 下 工 法  

被 圧 水 頭 の 低 下 を 目 的 と し 、 工 法 と し て デ ィ ー プ ウ

ェ ル 工 法 （ Ｄ Ｐ 工 法 ） や ウ ェ ル ポ イ ン ト 工 法 （ Ｗ Ｐ 工
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法 ） が あ る 。 Ｄ Ｐ 工 法 は 、 透 水 係 数 が 大 き く 施 工 範 囲

が 広 く 湧 水 量 が 多 い 場 合 に 有 効 で あ り 、 経 済 性 に 優 れ

て い る 。 ま た 、 Ｗ Ｐ 工 法 は 、 真 空 排 水 の た め 、 地 盤 中

の 土 砂 を 呼 込 ま な い し 、 水 位 低 下 の 範 囲 が 狭 く 、 比 較

的 沈 下 が 少 な い た め 、 安 全 性 に 優 れ て い る 。 留 意 点 と

し て 、 安 全 性 向 上 の た め 、 周 辺 の 地 盤 沈 下 ・ 適 正 地

盤 ・ 設 置 深 さ ・ 設 置 数 量 ・ ポ ン プ 容 量 を 検 討 す る 。  

（ ２ ） 地 盤 改 良 工 法  

地 盤 強 度 を 増 加 さ せ る 不 透 水 層 の 形 成 を 目 的 と し 、

土 留 め 背 面 の 地 盤 や 掘 削 底 面 の 地 盤 改 良 を 行 う 。 工 法

と し て 、 固 結 工 法 （ 深 層 混 合 処 理 工 法 ） が あ る 。 留 意

点 と し て 、 固 結 工 法 は 、 現 位 置 地 盤 か ら の 採 取 試 料 を

用 い た 室 内 配 合 試 験 に よ り 、 セ メ ン ト 添 加 量 を 決 定 す

る 。 ま た 、 現 場 で の 均 一 な 混 合 が 困 難 で あ る た め 、 統

計 的 手 法 を 用 い た 配 合 に 基 づ く 管 理 を 行 い 、 品 質 性 を

向 上 す る 。  

（ ３ ） 止 水 工 法  

根 入 れ 部 の 安 定 性 向 上 や 強 度 増 加 を 目 的 と し 、 止 水

処 理 を 行 う 。 工 法 と し て 、 根 入 れ 長 を 延 長 し 、 浸 透 圧

を 軽 減 す る 止 水 グ ラ ウ ト （ 攪 拌 注 入 工 法 ） や 土 留 め 壁

の 漏 水 箇 所 へ 土 留 め 壁 背 面 の 裏 込 め グ ラ ウ ト （ 薬 液 注

入 工 法 ） が あ る 。 留 意 点 と し て 、 注 入 材 の 地 表 面 へ の

流 出 、 過 剰 注 入 圧 に よ る 地 盤 ・ 構 造 物 の 隆 起 や 土 留 め

壁 の 変 形 増 加 を 防 止 す る た め 、 注 入 圧 力 、 注 入 量 等 の

管 理 を 行 う 。                以 上  
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